




 

 

■ 日高地域広域公共交通の最適化の進捗状況について 

  （日高地域広域公共交通確保対策協議会） 

 

１．取組状況 

 

令和６年度の最適化協議について 

 

〇最適化の協議というより、減便廃線の協議となっている。運転手不足等を理

由としたバス事業者からの減便等の申し出を受け、その対応を協議している

状況。 

 

〇道南バスについては、浦河・静内間の全便廃止（静内市街地以東は路線バス 

廃止の意向）を申し出ており、最適化ではなく東部撤退の協議になっている。 

実施日 内   容 

令和６年 

５月２０日 

令和６年度定期総会 

２０２４年問題、運転手不足等により令和８年度を待たずに

可能なところから最適化をすることを確認。 

 最適化の各素案の検討にあたっては、関係町においてできる

ところから協議を進めることとした。 

区間 関 係 町 バス事業者 

苫小牧〜静内 日高町、新冠町、新ひだか町 道南バス 

日高Ｔ〜富川 日高町、平取町 道南バス 

静内〜様似 新ひだか町、浦河町、様似町 道南バス、ＪＨＢ 

様似〜広尾 様似町、えりも町 ＪＨＢ 

  

 

 

 

 

 

 

 

６月～９月 日勝線「様似・えりも間」見直し協議 

（ＪＨＢ、浦河町、様似町、えりも町、広尾町） 

６月～現在 日高沿岸線「浦河・静内間」見直し協議 

（道南バス、ＪＨＢ、浦河町、新ひだか町） 

〇令和５年度の定期総会 

道南バスとＪＨＢが運行する地域間幹線系統（国庫補助

路線）については、転換便と既存便の抱き合わせにより、

地域間幹線系統の補助要件を満たしており、結果として転

換便に対する欠損補助も低く抑えることが出来ているとい

うことで、転換便だけでなく、既存便に対しても欠損補助

をして欲しいとの要望があった。このため、令和５〜７年

度で最適化を図り、令和８年度から新たな運行を開始す

る。その間はこれまでどおりの運行を維持してもらうこと

で承認。 



 

 

２．見直し内容 

 

 (1) 様似・えりも間の運行見直し 

 

対象路線：日勝線 ＪＨＢ既存便 

実施時期：令和７年４月１日（火）〜 

 

①減便（既存便）   

様似営業所 ⇔ えりも郷土資料館・庶野間 

※平日４便、土日祝２便を減便 

【平 日】 えりも方面 現行９便 ⇒ 改正７便 

        様似方面  現行９便 ⇒ 改正７便 

【土日祝】 えりも方面 現行６便 ⇒ 改正５便 

          様似方面  現行６便 ⇒ 改正５便 

 

②ダイヤ変更 

様似営業所１５時２７分発 ⇒ えりも郷土資料館行（向別からの直通便） 

※１５時５０分発に変更 

※向別・様似営業所間と分割運行とする。 

 

  ③停留所の廃止 

１年間で利用実績が全く無い停留所の廃止（１３箇所・上下線） 

   【様似町  １箇所】西山中 

   【えりも町 ９箇所】苫別口、新歌別、上歌別、追分峠、曙橋、桜岡、 

ルーラン入口、咲梅、境浜 

    【広尾町  ３箇所】谷磯、柳通、泉浜 

 

(2) 浦河・静内間の運行見直し 

 

対象路線：日高沿岸線②（浦河⇔静内）   道南バス既存便 ８便 

       日高沿岸線 （三石温泉⇒静内） 道南バス既存便 １便 

  実施時期：未定（協議中） 

 

 (3) その他（減便・運休の状況まとめ） 

   

道南バス 

  ○日高ターミナル７時２０分発富川高校行 令和６年６月１５日より運休 

  ○御園線（新ひだか町）         令和６年９月３０日をもって廃止 

○日高沿岸線②(浦河静内)８便のうち２便 令和６年１０月１日より運休 



 

（次ページへ）

 

 

■日高地域交通人材確保対策事業等の取組状況について 

 （日高広域連携推進協議会交通部会事業） 

 

１．取り組みの概要 

  日高管内７町が基幹的行政サービスを持続的に提供していくために組織された

日高広域連携推進協議会では、３つの作業部会（行政サービス部会、地域交通部

会、地域ＩＣＴ部会）を設置し、令和２年度から各種事業を実施している。 

  今年度地域交通部会の事業として、運転手確保に向けた事業やバスの利用促進

に向けた取り組みを実施している。 

 

２．日高地域交通人材確保対策業務委託 

 (1) 求人広告掲載（終了） 

   令和６年９月下旬～令和７年１月中旬まで「ジョブキタ」へ求人広告を掲載。 

   道南バス㈱、ジェイ・アール北海道バス㈱いずれもジョブキタ経由での応募

はなかった。 

 (2) 移住・交流フェア（終了） 

   首都圏で行われた移住・交流フェアへ参加し、各町、バス事業者のＰＲを行

った。 

  ①９月２６日～２７日  北海道移住・交流フェア（大阪会場）へ参加 

              参  加：様似町、新ひだか町 

              来場者数：３７３組、５４７名 

道南バスブース２日間計１０組着席 

ＪＨＢブース ２日間計１２組着席 

  ②１０月２７日～２８日 北海道移住・交流フェア（東京会場）へ参加 

              参  加：新冠町 

              来場者数：４７８組、６４３名 

道南バスブース２日間計８組着席 

ＪＨＢブース ２日間計１１組着席 

 (3) 移住体験＆バスルート試乗モニターツアー 

   実施枠２社各３名、合計６名のところ、２１名から応募があり、随時ツアー

を実施している。 

  ①道南バス㈱ 

   ・１２月２２日～２７日 受入町：日高町、平取町、新冠町 

   ・ １月 ９日～１３日 受入町：浦河町、新ひだか町 

   ・ ２月１７日～２０日 受入町：浦河町、新ひだか町 

  ②ジェイ・アール北海道バス㈱ 

   ・１２月２４日～２７日 受入町：様似町（２月１日付けの採用が決定） 

   ・ １月１４日～１７日 受入町：様似町（４月１日付けの採用が決定） 

   ・ １月１５日～２２日 受入町：様似町（６月１日を目途に移住予定） 

 

３．ノベルティ配布事業 

  次のノベルティを作成し、ペガサス号及びとまも号に乗車した方へ配布するこ

とにより、利用促進を図る。７００台作成、１月中に納品予定。年度内に配布す

ることとなるが、時期・方法についてはバス事業者と要調整。 

  



 

 

 

 

〇作成ノベルティ 


